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施
政
方
針
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
（
前
編
）

は
じ
め
に

　

今
年
は
い
よ
い
よ
、
奄
美
群
島
民
待

望
の
「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
島

北
部
及
び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
む
け
て
、
政
府
よ
り
ユ
ネ
ス
コ

へ
本
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
、
今
後
徳
之

島
に
お
い
て
は
、
自
然
の
み
な
ら
ず
、

奄
美
特
有
の
歴
史
や
文
化
も
世
界
的
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
交
流

人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
経
済
基
盤
を
支
え
る

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
５
年
ぶ
り
に

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
豊
作
で
、
農
畜
産
物
も

高
価
格
で
安
定
し
、
平
成
28
年
度
伊
仙

町
農
業
産
出
額
は
９
年
ぶ
り
に
40
億
円

を
超
え
る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、

改
め
て
「
農
業
立
町
」
と
し
て
自
然
災

害
等
に
大
き
く
影
響
さ
れ
な
い
よ
う
、

持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

先
駆
的
に
推
進
し
て
い
る
地
方
創
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
全
国
か
ら

大
き
な
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
そ
の
相

乗
効
果
と
し
て
本
町
の
社
会
的
人
口

（
転
入
と
転
出
の
差
に
よ
っ
て
生
じ
る

人
口
）
は
増
加
し
続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
地
方
創
生
に
係
る
各
種

事
業
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「
雇
用
・
定
住
・
所
得

増
に
挑
戦
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
度
以

降
10
年
間
は
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

行
い
、
地
方
債
発
行
の
削
減
や
徳
之
島

用
水
事
業
償
還
も
勘
案
し
、
平
成
29
年

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
職
員
各

自
で
行
財
政
改
革
を
行
う
覚
悟
で
、
歳

入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
っ
て
徹
底
し
た

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
未
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し

い
時
こ
そ
職
員
と
共
に
創
意
工
夫
と
経

営
感
覚
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま

え
、
主
要
施
策
を
述
べ
て
参
り
ま
す
。

１
．「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
伊

仙
町
総
合
戦
略
」
の
更
な
る
推
進

　

伊
仙
町
で
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
伊
仙
町
総
合
戦
略
」
を
平
成

27
年
12
月
に
策
定
し
、
そ
れ
を
基
に
地

方
創
生
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
①
空
き
家
利
活
用
を
は

じ
め
と
し
た
移
住
支
援
、
②
包
括
支
援

を
中
心
と
し
た
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
、

③
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
、

④
い
せ
ん
寺
子
屋
を
中
心
と
し
た
子
供

た
ち
へ
の
学
習
支
援
、
⑤
子
宝
の
ま
ち

情
報
発
信
等
の
事
業
を
平
成
28
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

と
共
に
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
で
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
き
生

き
と
し
た
生
活
空
間
の
形
成
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
出
身
者
、
企
業
か
ら

頂
い
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
も
町

の
重
要
政
策
実
現
の
た
め
に
、
大
切
に

使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
関
し
て
は
、
既
に
日
本

マ
ル
コ
株
式
会
社
が
、
平
成
28
年
７
月

か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在

も
、
島
内
全
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
条
件
の

良
い
糸
木
名
工
業
団
地
を
整
備
し
て
お

り
、
さ
ら
に
企
業
の
誘
致
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

情
報
発
信
に
お
い
て
は
、
平
成
28

年
度
に
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
施
し

た
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
新
た
に

開
設
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
を
通

じ
て
、
町
内
外
の
方
へ
行
政
情
報
の
み

な
ら
ず
、
伊
仙
町
を
ま
る
ご
と
発
信
し

て
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
伊
仙
町
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。

２
．
農
業
所
得
向
上
と
持
続
的
な
農
政

改
革
を
め
ざ
し
て

　

本
町
の
農
業
分
野
に
お
け
る
課
題
は

山
積
し
て
お
り
、
特
に
農
家
数
の
減
少

及
び
農
家
の
高
齢
化
は
、
将
来
の
伊
仙

町
農
業
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

本
町
で
は
平
成
26
年
度
に
、
「
伊
仙

町
農
業
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
「
人

づ
く
り
」
「
環
境
づ
く
り
」
「
情
報
・

技
術
の
向
上
」
を
施
策
の
基
本
方
針
と

し
た
う
え
で
、
平
成
28
年
度
に
「
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
を
旧
徳
之

島
農
業
高
等
学
校
跡
地
に
整
備
し
、
農

業
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、

各
種
の
施
策
を
積
極
的
に
実
施
し
、
農

業
生
産
額
50
億
円
並
び
に
農
家
の
所
得

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

①
担
い
手
対
策

　

地
域
に
お
け
る
持
続
的
な
農
業
を
行

う
た
め
に
は
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

や
将
来
の
伊
仙
町
の
農
業
を
担
う
新
規

就
農
者
の
育
成
・
支
援
が
極
め
て
重
要

で
す
。
加
え
て
、
土
地
利
用
促
進
、
施

設
の
充
実
、
情
報
及
び
農
業
技
術
の
向

上
も
非
常
に
重
要
な
課
題
で
す
。

　

今
後
は
、
各
地
区
に
お
け
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
、
「
農
地
中

間
管
理
事
業
」
を
有
効
に
活
用
し
て
、

中
核
農
家
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
に
係
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
の
話
し
合
い
活
動
や
「
青
年

就
農
給
付
金
」
の
事
業
説
明
を
重
ね
、

新
規
就
農
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
認
定
農
家
を
は
じ
め
と
す

る
各
組
織
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
、

メ
ン
バ
ー
間
や
他
地
域
と
の
交
流
を
進

め
、
土
作
り
・
技
術
向
上
・
情
報
共
有

な
ど
を
通
じ
て
、
実
践
的
な
組
織
つ
く

り
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

②
農
地
対
策

　

営
農
計
画
と
土
地
の
貸
借
に
関
す

る
意
向
を
調
べ
る
た
め
の
農
家
全
戸
調

査
を
、
機
構
集
積
支
援
事
業
」
を
用
い

て
、
今
後
の
町
農
業
振
興
計
画
推
進
に

資
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

　

ま
た
、
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
に

関
し
て
は
、
農
地
の
出
し
手
に
対
す
る

「
機
構
集
積
協
力
金
」
を
活
用
し
て
農

地
の
流
動
化
を
促
進
し
、
制
度
の
運
用

を
本
格
化
さ
せ
る
な
ど
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
を
図
り
ま
す
。

③
糖
業
振
興

　

平
成
28
、
29
年
期
産
に
関
し
て
は
、

単
収
・
生
産
量
と
も
に
豊
作
傾
向
に
あ

る
一
方
で
、
作
付
面
積
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
特
に
夏
植
え
面
積
が
大
幅

に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
夏
植
推
進

を
よ
り
強
化
す
る
と
も
に
、
平
成
28
年

度
新
た
に
策
定
さ
れ
た
増
産
計
画
達
成

に
向
け
、
堆
肥
助
成
を
行
う
こ
と
で
地

力
増
強
を
図
る
と
と
も
に
、
病
害
虫
対

策
を
推
進
し
単
収
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
営
農
集
団
育

成
の
為
に
、
各
種
研
修
会
を
開
催
し
、

組
織
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
機
能
向
上
及
び
、
単

収
向
上
に
向
け
欠
株
対
策
と
し
一
芽
苗

の
助
成
等
も
行
い
、
多
面
的
に
施
策
を

講
じ
ま
す
。

④
園
芸
振
興

　

平
成
27
年
度
末
の
国
営
徳
之
島
用
水

農
業
水
利
事
業
（
徳
之
島
ダ
ム
）
の
一

部
通
水
開
始
に
合
わ
せ
、
水
利
用
効
果

の
高
い
品
目
の
選
定
と
推
進
を
行
い
ま

す
。

　

基
幹
品
目
で
あ
る
バ
レ
イ
シ
ョ
は
、

新
機
能
を
備
え
た
選
果
機
を
活
用
し
、

ブ
ラ
ン
ド
名
に
恥
じ
な
い
品
質
の
向
上

と
単
収
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
輪

作
体
系
を
確
立
す
る
た
め
春
期
以
降
の

落
花
生
、
ゴ
マ
栽
培
の
推
奨
や
に
ん
じ

ん
・
カ
ボ
チ
ャ
等
に
つ
い
て
も
重
点
品

目
と
し
て
面
積
の
拡
大
を
図
り
所
得
の

安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　

施
設
園
芸
に
関
し
て
は
、
「
農
業
創

出
緊
急
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
防
風

効
果
の
高
い
平
張
り
ハ
ウ
ス
導
入
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
基
盤
で
あ

る
土
作
り
に
関
し
て
は
、
「
強
い
農
業

作
り
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し
、
土
壌

分
析
を
徹
底
し
て
、
分
析
結
果
に
基
づ

い
た
堆
肥
施
肥
を
推
奨
し
ま
す
。

⑤
畜
産
振
興

　

伊
仙
町
で
は
飼
養
戸
数
４
１
５
件
、

飼
養
頭
数
３
，
１
５
８
頭
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
近
年
子
牛
価
格
が
高
水
準
で

推
移
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
、
販
売

傾
向
が
強
く
繁
殖
雌
牛
の
調
達
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
将
来
の
繁
殖

雌
牛
頭
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
伊
仙
町
家
畜
導
入
事
業
の
活
用

並
び
に
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
や
品
質
向
上

を
図
る
た
め
優
良
素
牛
事
業
の
補
助
金

を
昨
年
よ
り
増
額
し
繁
殖
雌
牛
頭
数
確

保
を
加
速
し
ま
す
。
ま
た
、
子
牛
育
成

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
管
理
を
行
う
こ
と

で
子
牛
の
品
質
を
高
め
る
と
同
時
に
、

情
報
提
供
、
研
修
会
の
開
催
、
畜
産
共

進
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
こ
と

で
、
価
格
の
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
意
識

低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
品
質
の
良
い
粗
飼

料
生
産
を
推
奨
し
、
よ
り
良
い
経
営
感

覚
を
持
つ
畜
産
農
家
の
育
成
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

⑥
販
路
開
拓
・
付
加
価
値
化
と
食
育
・

地
産
地
消
の
推
進

「
農
林
水
産
物
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事

業
」
を
最
大
限
に
活
用
し
、
赤
土
ば
れ

い
し
ょ
・
鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
「
春
一
番
」

等
の
流
通
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
農
家
の
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所
得
増
を
図
り
ま
す
。
同
時
に
直
売

所
百
菜
を
拠
点
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や

ほ
ー
ら
い
館
と
も
連
携
し
、
本
町
農
畜

産
品
の
島
内
外
へ
の
発
信
力
を
強
め
、

よ
り
多
く
の
品
目
の
販
路
開
拓
と
食
育

も
含
め
た
地
産
地
消
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
完
成
し
、
26
年
度
か

ら
稼
働
を
開
始
し
た
「
伊
仙
町
特
産
品

加
工
工
房
」
に
つ
い
て
は
、
管
理
・
運

営
を
委
託
し
た
指
定
管
理
者
と
の
連
携

に
よ
り
、
現
在
製
造
・
販
売
中
の
「
純

黒
糖
」
や
新
た
な
特
産
品
の
開
発
・
製

造
に
よ
る
町
の
産
業
振
興
及
び
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
、
こ
の
よ
う
な
機
運
の

高
ま
り
を
追
い
風
に
、
農
商
工
連
携
と

６
次
産
業
化
を
引
き
続
き
推
進
し
、
よ

り
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
販
売
手

法
を
探
り
ま
す
。

⑦
水
産
業
・
林
業

　

水
産
業
に
関
し
て
は
「
離
島
漁
業
再

生
支
援
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、

直
売
所
百
菜
に
お
け
る
地
元
産
魚
介
類

の
宣
伝
・
販
売
に
よ
っ
て
、
漁
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

林
業
に
関
し
て
は
、
松
く
い
虫
の
発

生
に
伴
い
被
害
の
拡
大
防
止
策
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

⑧
有
害
鳥
獣
対
策

　

近
年
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
等
に
よ
る

農
産
物
被
害
が
拡
大
の
一
途
を
辿
っ
て

い
ま
す
。
集
落
住
民
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
侵
入
防
護
柵
の
設
置
、
捕
獲
従

事
者
の
育
成
確
保
、
猟
友
会
に
対
す
る

国
か
ら
の
補
助
を
増
額
し
て
被
害
の
防

止
に
努
め
、
安
定
し
た
農
作
物
の
栽
培

環
境
を
整
え
ま
す
。

⑨
高
齢
化
に
対
応
し
た
農
地
集
積
の
実

現
　

平
成
29
年
度
も
畑
地
帯
総
合
整
備
を

推
進
し
、
農
作
業
の
効
率
化
を
図
り
、

農
地
中
間
管
理
機
構
制
度
を
利
用
し
、

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
集

落
営
農
の
継
続
を
図
り
ま
す
。

⑩
収
益
性
の
高
い
農
業
の
実
現

　

平
成
29
年
度
完
成
予
定
「
徳
之
島

ダ
ム
」
を
利
用
し
「
喜
念
地
区
・
木
之

香
阿
権
地
区
・
崎
原
地
区
・
糸
木
名
地

区
」
の
畑
か
ん
事
業
を
推
進
し
、
既
存

作
物
の
単
収
向
上
と
収
益
性
の
高
い
新

品
目
の
導
入
を
推
進
し
、
農
業
生
産
額

の
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

⑪
農
業
施
設
の
防
災
・
維
持
管
理
対
策

　

高
齢
化
の
た
め
難
し
く
な
っ
た
農
業

施
設
の
維
持
管
理
は
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
伊
仙
中
部
地
区
農
業

水
利
施
設
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
マ
ネ
事

業
に
よ
り
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
・
揚
水
機
場

等
の
老
朽
施
設
の
改
修
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
併
せ
て
、
東
部
ダ
ム
・
中
部

ダ
ム
・
西
部
ダ
ム
の
耐
震
性
調
査
を
実

施
し
、
順
次
老
朽
施
設
の
改
修
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

３
．
住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

①
保
育
行
政
・
国
民
年
金
行
政
に
つ
い

て
～
新
た
な
保
育
環
境
の
充
実
～

　

本
町
の
保
育
行
政
は
、
「
子く
ゎ

ど
ぅ

宝た
か
ら」
の
理
念
の
も
と
、
平
成
27
年
度
か

ら
施
行
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
」
に
基
づ
き
、
町
独
自
の
保
育
環

境
の
充
実
・
発
展
を
目
指
す
と
と
も

に
、
今
後
も
保
護
者
の
利
便
性
に
即
し

た
運
営
を
確
立
す
る
な
ど
、
安
心
で
健

や
か
な
る
成
長
を
願
い
伊
仙
町
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
達
を
育
ん
で
い
く
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
納
付

資
格
期
間
が
、
従
来
の
25
年
か
ら
10
年

に
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
平
成
29
年
8
月

1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て

老
後
の
安
心
と
支
え
の
た
め
に
、
年
金

事
務
所
に
よ
る
年
金
相
談
会
と
役
場
窓

口
相
談
を
充
実
さ
せ
、
受
給
権
確
保
及

び
保
険
料
納
付
の
推
進
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

②
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
で
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
広
報
誌
等

に
よ
る
情
報
提
供
や
出
前
講
座
、
弁
護

士
相
談
会
な
ど
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

み
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
よ
う
、
消
費
者
行
政
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

③
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
継
続

で
安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
　

高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備

さ
れ
た
伊
仙
町
の
産
業
・
経
済
の
基
盤

で
あ
る
町
道
は
、
継
続
的
に
整
備
し
て

い
る
道
路
改
良
工
事
と
と
も
に
、
老
朽

化
に
よ
る
補
修
工
事
が
急
務
で
あ
り
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
つ
い
て
、

阿
権
・
馬
根
線
を
県
道
糸
木
名
亀
津

線
か
ら
約
１
ｋ
ｍ
の
用
地
取
得
と
並
行

し
つ
つ
、
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
伊
仙
馬
根
線
阿
三
地
区
の
改
良
工

事
を
中
部
浄
水
場
付
近
ま
で
行
う
と
共

に
防
犯
灯
設
置
工
事
も
引
き
続
き
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
対
策
と
し
て
、
ミ
ノ
ハ
ナ
線

外
６
路
線
（
阿
三
中
山
線
、
ナ
リ
シ
ン

ト
ウ
線
、
西
犬
田
布
線
、
明
眼
線
、
東

面
縄
目
手
久
線
、
耳
付
２
号
線
）
合
計

約
２
．
２
ｋ
ｍ
の
舗
装
補
修
工
事
を
行

い
、
今
後
も
老
朽
化
の
著
し
い
町
道
か

ら
順
次
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

過
疎
対
策
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

中
伊
仙
地
区
の
冠
水
対
策
と
し
て
推
進

し
て
い
る
中
伊
仙
線
の
排
水
路
改
良
工

事
を
県
道
ま
で
接
続
し
、
豪
雨
時
の
冠

水
被
害
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
「
伊
仙
町

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
の
建
替

え
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
大
久
保

団
地
の
建
替
え
を
行
い
ま
す
が
、
既
存

の
敷
地
で
は
必
要
と
す
る
戸
数
の
確
保

が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
非
現
地
建
替

え
と
し
て
東
伊
仙
地
区
で
用
地
を
取

得
し
合
計
９
戸
を
整
備
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
公
営
住
宅
整
備
に
民
間
活
力
を
導

入
し
リ
ー
ス
事
業
に
よ
る
借
上
げ
型
公

営
住
宅
を
整
備
し
定
住
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

④
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給

　

水
道
事
業
は
、
水
質
改
善
・
安
定
し

た
水
の
供
給
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
度
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
西
部
地
区
簡
易
水
道
事
業

が
完
成
す
る
と
と
も
に
、
東
部
地
区
簡

易
水
道
事
業
佐
弁
地
区
か
ら
面
縄
地
区

に
お
い
て
は
、
平
成
27
年
度
よ
り
老
朽

管
の
更
新
事
業
、
及
び
東
部
浄
水
場
の

新
設
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

東
部
・
西
部
両
地
区
に
お
い
て
安
定
し

た
水
の
供
給
・
水
質
改
善
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
事
業
が
完
了
後
に
は
西

部
・
東
部
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
易
水
道
特
別

会
計
を
上
水
道
事
業
会
計
へ
の
統
合
も

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
統

合
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

な
お
、
中
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
年

次
計
画
を
立
て
水
量
水
圧
不
足
地
区
の

発
生
防
止
、
基
幹
本
管
の
整
備
な
ど
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
道
事
業
は
、
「
そ
の
事
業
に
伴
う

収
入
に
よ
っ
て
そ
の
経
費
を
賄
い
、
自

立
性
を
持
っ
て
事
業
を
継
続
し
て
い

く
」
独
立
採
算
制
が
原
則
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

貴
重
な
水
資
源
の
有
効
利
用
と
事

業
運
営
に
必
要
な
電
力
の
消
費
に
係
る

電
気
料
金
や
薬
品
等
の
経
費
の
節
減

を
図
る
た
め
、
漏
水
箇
所
の
早
期
修
繕

を
行
う
な
ど
の
措
置
を
講
じ
有
収
率
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
需
要
者

に
お
け
る
水
道
水
に
対
し
て
の
ニ
ー
ズ

は
、
高
度
な
要
求
に
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
、
施
設
・
管
路
の
更
新
に

多
く
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
長
期
的
な
更
新
計
画
と
財

政
収
支
を
見
通
し
た
う
え
で
、
水
道
使

用
料
金
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
将

来
負
担
を
先
送
り
し
な
い
よ
う
に
徴
収

対
策
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
て
、
経
営
の

健
全
化
を
図
り
な
が
ら
町
民
の
皆
様
に

「
安
心
・
安
全
な
水
の
安
定
供
給
」
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

⑤
収
納
対
策
に
つ
い
て

　

一
昨
年
よ
り
収
納
率
の
向
上
及
び
税

負
担
の
公
平
性
、
ま
た
は
納
税
意
識
の

向
上
を
図
る
た
め
、
延
滞
金
の
徴
収
及

び
地
方
税
法
に
基
づ
き
、
滞
納
者
の
財

産
調
査
や
差
押
え
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
本
年
も
徴
収
計
画
に
基

づ
き
各
種
徴
収
対
策
を
実
施
し
、
財
源

確
保
に
努
め
ま
す
。

　施政方針ダイジェス
ト版（後編）は、7月号
に掲載いたします。
　完全版は、町公式
ホームページ「デジタ
ル本棚」各種計画書に
掲載してあります。
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５９億１９１万７千円
前年度と比較して（１１．６％増）

款
平成２9年度
当初予算額

Ａ

構成比
％

平成２８年度
当初予算額

B

構成比
％

比較
Ａ－Ｂ＝

Ｃ

伸率
Ｃ/Ｂ

％
1 議会費 96,599 1.6 87,944 1.7 8,655 9.8
2 総務費 787,086 13.3 689,315 13.0 97,771 14.2
3 民生費 1,494,622 25.3 1,451,075 27.4 43,547 3.0
4 衛生費 534,638 9.1 558,199 10.6 △ 23,561 △ 4.2
5 農林水産業費 783,850 13.3 512,442 9.7 271,408 53.0
6 商工費 30,432 0.5 21,195 0.4 9,237 43.6
7 土木費 669,051 11.3 524,541 9.9 144,510 27.5
8 消防費 191,790 3.2 179,978 3.4 11,812 6.6
9 教育費 404,145 6.8 362,149 6.9 41,996 11.6
10 災害復旧費 1,603 1,708 0.0 △ 105 △ 6.1
11 公債費 903,100 15.3 893,644 16.9 9,456 1.1
12 諸支出金 1 1 0.0 0 0.0
13 予備費 5,000 0.1 5,000 0.1 0 0.0

歳　出　合　計 5,901,917 99.8 5,287,191 100.0 614,726 11.6

国民健康保険特別会計予算 １，３９５，０９８千円（歳入・歳出）
介護保険特別会計予算 ９７４，５３６千円（歳入・歳出）
後期高齢者医療特別会計予算 １９１，２８０千円（歳入・歳出）
徳之島交流ひろば「ほーらい館」特別会計予算 １２９，５１６千円（歳入・歳出）
簡易水道特別会計予算 ３９０，８４３千円（歳入・歳出）
上水道特別会計予算 水道事業収益127,808千円・水道事業費113,424千円

諸支出金     1 (ー %)
予 備 費 5,000 (0.1%)議会費　96,599(1.6%)

公債費
903,100
(15.3%)

総務費
787,086
(13.3%)

民生費
1,494,622
(25.3%)

歳出
5,901,917

災害復旧費　1,603(ー%)

教育費
404,145
(6.8%)

消防費
191,790
(3.2%)

土木費
669,051
(11.3%)

商工費　30,432(0.5%)
農林水産業費

783,850
(13.3%)

衛生費
534,638
(9.1%)

科目別歳出状況 （単位：千円）

（単位：千円，％）
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平成２９年度 一般会計予算

款
平成２９年度
当初予算額

Ａ

構成比
％

平成２８年度
当初予算額

B

構成比
％

比較
Ａ－Ｂ＝

Ｃ

伸率
Ｃ/Ｂ

％
1 町税 304,843 5.2 298,884 5.7 5,959 2.0
2 地方譲与税 71,219 1.2 72,721 1.4 △ 1,502 △ 2.1
3 利子割交付金 529 0.0 345 0.0 184 53.3
4 配当割交付金 690 0.0 599 0.0 91 15.2
5 株式等譲渡所得割交付金 387 0.0 1 0.0 386 38,600.0
6 地方消費税交付金 88,654 1.5 84,008 1.6 4,646 5.5
7 自動車取得税交付金 7,442 0.1 1 0.0 7,441 744,100.0
8 地方特例交付金 310 0.0 221 0.0 89 40.3
9 地方交付税 3,094,490 52.5 2,928,127 55.4 166,363 5.7
10 交通安全対策特別交付金 1,600 0.0 1,600 0.0 0 0.0
11 分担金及び負担金 57,607 1.0 61,572 1.2 △ 3,965 △ 6.4
12 使用料及び手数料 60,953 1.0 54,513 1.0 6,440 11.8
13 国庫支出金 790,471 13.4 673,819 12.7 116,652 17.3
14 県支出金 586,527 9.9 422,233 8.0 164,294 38.9
15 財産収入 13,585 0.2 9,149 0.2 4,436 48.5
16 寄附金 15,001 0.3 102 0.0 14,899 14,606.9
17 繰入金 139,940 2.4 115,126 2.2 24,814 21.6
18 繰越金 1 0.0 1 0.0 0 0.0
19 諸収入 49,768 0.8 39,469 0.7 10,299 26.1
20 町債 617,900 10.5 524,700 9.9 93,200 17.8

歳　　入　　合　　計 5,901,917 100.0 5,287,191 100.0 614,726 11.6

地方譲与税 71,219(1,2%)
利子割交付金 529(  -%)
配当割交付金 690(  -%)
株式等譲渡所得割交付金 387(  -%)
地方消費税交付金 88,654(1.5%)
自動車取得税交付金 7,442(0.1%)
地方特例交付金 310(  -%)
交通安全対策交付金 1,600(  -%)

分担金及び負担金 57,067(1.0%)
使用料及び手数料 60,953(1.0%)
財産収入 13,585(0.2%)
寄附金 102(0.3%)
繰入金 139,940(2.4%)
繰越金 1( - %)
諸収入 49,768(0.8%)

町税
304,843
(5.2%)

自主財源
13.7%

依存財源
5,089,388
86.3%

地方交付税
3,094,490
(52.5%)

歳入
5,901,917

国庫支出金
790,471
(13.4%)

県支出金
586,527
(9.9%)

地方債
617,900
(10.5%)

科目別歳入状況 （単位：千円）

（単位：千円，％）
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おめでとうございます！！
笑顔いっぱい・想い出いっぱいの

平成２８年度 へき地保育所合同卒園式
　

へ
き
地
保
育
所
（
喜
念
・
古
里
・
阿
三
）

の
合
同
卒
園
式
が
、
３
月
24
日
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
れ
て
卒
園
を
迎
え
た
園

児
た
ち
の
門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
一
緒
に

保
育
所
で
遊
ん
で
く
れ
た
先
生
や
来
賓

の
方
々
が
見
守
る
な
か
で
、
卒
園
証
書

を
全
員
が
無
事
に
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
幼
稚
園
生
に
な
り
ま

す
が
、
保
育
所
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
や
、
新
し
く
で
き
る
お
友
達
と
一
緒

に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　３附属幼稚園（面縄・伊仙・犬田布）の卒園式が、３月１７日に幼稚園各所で行われました。
　４月から小学校に入学することもあって、卒園証書授与の際には子供たちは大きな声で返事をして、幼稚
園での楽しい想い出を胸に、笑顔で園長先生から卒園証書を頂いていました。
　卒園にあたって、先生から一言ずつ園生活を振り返ってのメッセージも添えられて、とても充実した１年
間を過ごしたことが思い起され、先生方や保護者の方々からは子供たちの成長に感極まって涙を流される瞬
間もありました。
　いよいよ４月からは、ピカピカの１年生です。子供たちをはじめ、保護者の皆様も期待と不安が入り混じ
っているところかと思いますが、ぜひ１日でも早く学校生活に慣れて、頑張ってもらいたいと思います。

喜念へき地保育所 古里へき地保育所 阿三へき地保育所

面縄小附属幼稚園 伊仙小附属幼稚園 犬田布小附属幼稚園

小学校でも頑張るぞ！子供たちの成長に涙！

平成２８年度 附属幼稚園卒園式
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祝　ご卒業・ご卒園

　

町
内
各
小
学
校
の
卒
業
式

が
、
３
月
23
日
に
各
小
学
校
の

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

28
年
度
は
、
７
か
所
の
小
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
６
年

間
と
い
う
長
い
年
月
を
過
ご
し

た
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し

た
。

　

卒
業
式
で
は
、
後
輩
に
あ
た

る
児
童
生
徒
た
ち
に
向
け
て
、

母
校
の
益
々
の
反
映
を
託
し
、

お
別
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
、
下
級
生
も
先
輩
た
ち
の
意

志
を
継
い
で
、
今
後
も
学
校
生

活
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
頑
張
っ
て
い
く
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
義

務
教
育
課
程
最
後
の
中
学
校
へ

入
学
し
ま
す
。
心
身
と
も
に
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　町内中学校の卒業式が、３月１４日に各中学校の体育館で行われました。
　当日は、義務教育課程最後ともあって、保護者をはじめ多くの来賓の方々が出席するなか、これまで育て
てくれた保護者や地域の方々に感謝の言葉を贈るとともに、４月から進学のために島を離れる友人たちとの
別れを惜しみ、再会の約束を固く誓い合っていました。伊仙町の未来を担う皆さんの、ご活躍を心からお祈
りしたいと思います。

喜念小学校 阿権小学校 犬田布小学校

面縄小学校 鹿浦小学校 馬根小学校

伊仙小学校

長年ともに学んだ友人との再会を誓った

平成２８年度 町内中学校卒業式

面縄中学校 伊仙中学校 犬田布中学校

勉強の楽しさを学び、多くのことを学んだ小学校生活
平成２８年度 町内小学校卒業式
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初戦で優勝候補筆頭の西京ビッグスターズ（京都府）に完封勝ち！

本町史上初の快挙！！

初出場でベスト１６入り‼伊仙合同野球チーム

悲願の全国制覇達成‼富山 大生選手（伊仙中）

○
快
進
撃
を
続
け
、
離
島

の
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え

た
。

　

第
８
回
全
日
本
少
年
春

季
軟
式
野
球
大
会
（
全
日

本
軟
式
野
球
連
盟
ほ
か
主

催
）
が
、
静
岡
県
草
薙
総
合

運
動
場
硬
式
野
球
場
に
お

い
て
、
３
月
25
日
～
27
日
の

日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
奄
美
群
島
勢
初

の
鹿
児
島
県
大
会
制
覇
を

経
て
、
夢
の
全
国
大
会
へ
初

出
場
し
た
伊
仙
合
同
チ
ー
ム

（
面
縄
中
・
伊
仙
中
・
犬
田

布
中
）
は
、「
感
謝
」
の
言

葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
、
全

国
の
強
豪
チ
ー
ム
に
挑
み
ま

し
た
。

　

初
戦
は
、
同
大
会
に
て
優

勝
し
た
実
績
を
誇
る
京
都

府
代
表
の
西
京
ビ
ッ
グ
ス
タ

ー
ズ
と
対
戦
し
、
苦
戦
が
予

想
さ
れ
た
も
の
の
、
エ
ー
ス

田
中
大
陸
選
手
の
大
車
輪

の
活
躍
に
よ
り
、
完
封
勝
ち

を
収
め
ま
し
た
。

　

次
戦
は
、
東
京
都
代
表

の
グ
ラ
ン
フ
レ
ー
ル
と
対
戦

し
、
善
戦
し
ま
し
た
が
、
相

手
投
手
陣
の
好
投
に
よ
り

打
線
が
繋
が
ら
ず
、
惜
し

く
も
敗
戦
。し
か
し
な
が
ら
、

全
国
の
大
舞
台
に
立
ち
な
が

ら
も
、
強
豪
チ
ー
ム
と
互
角

に
勝
負
で
き
た
こ
と
が
、
選

手
全
員
の
自
信
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
松

山
健
太
郎
監
督
も
「
今
回

の
結
果
を
バ
ネ
に
し
て
、
今

度
は
上
位
入
賞
を
目
指
し

た
い
」
と
新
た
な
目
標
に
向

け
て
力
強
く
コ
メ
ン
ト
し
ま

し
た
。

○
親
子
で
臨
ん
だ
全
国
の
大
舞
台
！

　

第
39
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流

大
会
（
全
日
本
剣
道
連
盟
主
催
）
が
、
愛
知

県
武
道
館
に
お
い
て
平
成
29
年
３
月
25
日
～

27
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
各
県
か
ら
の
代
表
49
名
が

参
加
し
、
中
学
男
子
個
人
の
部
で
、
伊
仙
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
の
富
山
大
生
選
手

（
伊
仙
中
※
出
場
時
）
が
、
見
事
初
優
勝
し
、

本
町
に
お
い
て
史
上
初
の
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で

全
国
制
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
父
の
勇
生
さ
ん
（
伊
仙
町
役
場

勤
務
）
も
、
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
父
親

と
し
て
も
息
子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
引
率

し
、
全
国
の
強
豪
選
手
と
互
角
に
戦
う
大
生

選
手
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
頼
も
し

く
感
じ
る
と
と
も
に
、
親
子
２
人
３
脚
で
練

習
し
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
力

強
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

富
山
選
手
は
、
予
選
２
戦
を
順
当
に
勝
ち

上
が
る
と
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
得

意
技
の
「
面
打
ち
」
で
相
手
を
圧
倒
。
勢
い

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め

ま
し
た
。

○
圧
し
掛
か
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
戦
い
な

が
ら
、
日
頃
の
厳
し
い
練
習
の
成
果
を

自
信
に
変
え
て
打
ち
勝
っ
た
！

　

決
勝
戦
を
前
に
、
並
み
居
る
全
国
の
強

豪
選
手
と
戦
う
こ
と
で
、
得
意
技
で
圧
倒

は
し
た
も
の
の
、
精
神
的
に
も
体
力
的
に

も
疲
労
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
と
の
事

で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
や
は
り
日
頃
の

厳
し
い
練
習
が
富
山
選
手
の
自
信
と
な
り

「
県
代
表
と
し
て
、
こ
こ
で
負
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。」
と
奮
起
し
、
一
気
に

全
国
制
覇
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
富
山
選
手
は
、
中
学
校
生
活

最
後
の
戦
い
を
最
高
の
形
で
終
え
ま
し
た

が
、
早
速
次
の
目
標
に
つ
い
て
「
高
校
で

も
剣
道
を
続
け
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
入
賞

し
た
い
」
と
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
精

進
す
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

富
山
選
手
全
国
制
覇
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

全国制覇した富山大生選手

果敢に攻める富山選手（左側）

円陣を組み士気を挙げるナイン

離島勢初の快進撃を繰り広げた伊仙合同野球チーム
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自衛隊入隊者壮行会・自衛官募集相談員
委嘱状交付式行われる。

※町民の皆様へ（伊仙町からのお願いです）

　３月６日（月）町長室において、今春高校生活を終えて自衛隊に入隊する３名の入隊者の壮行会が行われ
ました。
　今回入隊されるのは、伊藤　佑眞さん（面縄）・浜田　茂樹さん（面縄）・伊藤　奈津奈さん（喜念）の３名で、
伊藤さんは陸上の一般曹候補生、浜田さんと伊藤（奈）さんは陸上の自衛官候補生として入隊します。
　当日は、大久保町長をはじめ自衛隊鹿児島地方協力本部本部長、同徳之島駐在員事務所などが出席し、３
名の入隊者を激励しました。
　これに対し、３名は国を守るという使命を自覚し、大きく成長できるように頑張っていきたいと、それぞれ
の言葉で力強く答えていました。
　また当日は、「自衛官募集相談員委嘱状交付式」も行われ、水本　博人さん（犬田布）が伊仙町長並びに
自衛隊鹿児島地方協力本部長より委嘱状が交付されました。
　今回、入隊される３名並びに自衛官募集相談員に委嘱された方々におかれましては、緊迫した世界情勢の
なかで、あらゆる地で活躍する自衛隊の責務の一翼を担うことになりますが、今後のご活躍をお祈り申し上
げます。

　町からの防災情報等をお伝えする「IP告知機（写真）」。この告
知機に関するお問い合わせを役場（未来創生課）へ頂いております
が、自然災害等が発生していない平時に、IP告知機が正常に作動
しているか、是非ご確認ください。

（確認方法）
まず、電源が入っているかご確認ください。
※電源が入っていないと・・・
　①役場からの情報が入りません。
　②メンテナンスができません。
　③町内無料通話ができません。（町内間の電話でも料金が発生し
　　ます。）

（こんな時は、ご連絡ください。）
　① IP 告知機からの放送が聞こえない。
　②電話が使えない。
　③電話に雑音が入る。
　これらに関するお問い合わせは「徳之島ビジョンコールセンター」へお願いします。

フリーダイヤル　TEL：０８００−６００−７１０９
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おめでとうございます！！
新しいお友達や先生との出会いが始まります。

少し自立するための第１歩を踏み出します。

平成２９年度 伊仙町へき地保育所合同入園式

平成２９年度 附属幼稚園入園式

　春は、入園・入学式の季節。町内の３へき地保育所の合同入園式が４月４日に行われ、保護者と手を繋ぎ
ながら初々しい子供たちの姿が見られました。
　今年度のへき地保育所への入所数は、喜念へき地保育所１２名・古里へき地保育所１１名・阿三へき地保
育所１３名となっていて、これから保育所での集団生活を送るうえで、不安を感じることもあるかと思いま
すが、子供たちの明るい未来を作り出すために、保育士の先生方とともにたくさんの基礎を学んで欲しいと
思います。

　３小学校（面縄・伊仙・犬田布）附属幼稚園の入園式が、４月１０日各幼稚園にて行われました。
　当日は、あいにくの雨空にも関わらず、入園児は元気いっぱいの様子で、早速新しい先生方とも打ち解け
ているようで、新しい友達との出会いもあってか、心は晴れ晴れしているようでした。
　入園式では、園長先生から小学校に上がる前の心構えとともに、「優しい先生方やお友達、小学校のお兄
ちゃんやお姉ちゃんたちといっしょになって、楽しい幼稚園生活を送って下さい」とのお話があり、子供たち
は明日から始まる幼稚園での生活に胸を躍らせていました。
　これから、小学校に上がるまでの間、少しずつ自立できるように様々なことを学ぶことになりますが、子供
たちが健やかに育ってくれることをお祈りいたします。

喜念へき地保育所

面縄小附属幼稚園 伊仙小附属幼稚園 犬田布小附属幼稚園

古里へき地保育所

阿三へき地保育所
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祝　ご入学・ご入園

　４月６日、町内７か所の小学校において、来賓並びに地域の方々をお迎えして、入学式が盛大に行われま
した。
　真新しい制服に身を包み、少し緊張しながらも、花壇で咲き誇る花たちと同じように、笑顔満開の新入生
の子供たち。
　これから始まる６年間の小学校での生活に想いを馳せながら、新しい友人や先生方とともに、これから勉
強やスポーツ、そして地域活動も含めて、一生懸命に頑張っていくことを約束していました。
※阿権小は新入生なし

　４月６日の午後、町内３中学校において、入学式が行われました。
　義務教育最後の課程である中学校への入学を機に、少し心も身体も一回り大きくなったように感じられた
新入生の皆さん。これから、３年間という短い年月を、先生方や友人たちとともに、いろいろ学んで、更な
る成長に向けて頑張っていきます。
　また、中学３年時には、自分自身の夢を形にするための試練として、初めての「受験」を経験することに
なります。生徒や保護者の皆様においても、凄く悩むこともあるかと思いますが、３年間をかけて自分自身
のやりたい事を見つけて、一生懸命頑張って頂きたいと思います。

喜念小学校

馬根小学校糸木名小学校

面縄中学校 伊仙中学校 犬田布中学校

面縄小学校

鹿浦小学校

伊仙小学校

犬田布小学校

夢や希望もランドセルにつめこんで、一生懸命に頑張ります！

義務教育最後の３年間。進路選択に向けた日々が始まります。

平成２９年度 町内小学校入学式

平成２９年度 町内中学校入学式
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クイズに答えて
郷土愛を深めよう！

　鹿児島県大島支庁の若手職員による育成プログラム「若手職員育成プログラム２０１７」の一環で
作成された「１０９( とく ) の島クイズ」。今回の発行号より、広報「いせん」の内容充実と徳之島の
魅力を知って頂くために、「１０９( とく ) の島クイズ」より一部抜粋して毎号掲載していきます。
　今回、第１回目として以下の問題を出題します。
正解は次号（７月号）に掲載しますが、正解した暁に何か特典があるわけではありませんが、島民と
しての知識と徳之島の魅力を改めて感じることができると思います。特に、子供たちには徳之島の魅
力をクイズ形式で学ぶことによって、「郷土愛」を持って頂けたら幸いです。

＜自然クイズ＞

徳之島に生息しているアマミノクロウサギは、およそ何頭で
しょうか？

徳之島には多くのウミガメが産卵に訪れますが、ウミガメが
１回の産卵で産む卵の数は何個でしょうか？

＜文化・歴史クイズ＞

徳之島を含む奄美群島の本土復帰はいつでしょうか？

伊仙町犬田布岬には戦艦大和慰霊祭塔がありますが、慰霊
塔の上部分に挟まれている板状の石は全部でいくつあるで
しょうか？

＜食クイズ＞

卵を使った徳之島の郷土料理は何でしょうか？

徳之島でサトウキビが主要作物として栽培され始めたのは、
いつ頃でしょうか？

徳之島クイズ
作成・提供元　鹿児島県大島支庁徳之島事務所

第１問

第２問

第３問

第４問

第５問

第６問
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～伊仙町伝統文化財指定～

ふり茶を体験しよう！！特集
○
ふ
り
茶
は
「
親
睦
の
お
茶
」

　

伊
仙
町
の
伝
統
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
ふ
り
茶
」。
一
見
、
文
化
財
指
定
と
い
う

響
き
だ
け
で
、
難
し
い
作
法
が
あ
り
、
馴
染

め
な
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
こ
の
「
ふ
り
茶
文
化
」
の
継
承
に
携

わ
れ
て
い
る
方
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
と
お
話
し
を
伺
っ
た
う
え
で
、
町
の
文
化

財
を
後
世
に
遺
す
た
め
、
文
献
や
資
料
映
像

の
制
作
を
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
「
ふ
り
茶
」

に
対
す
る
知
識
は
お
ろ
か
、
存
在
す
ら
わ
か

ら
な
い
状
態
で
、
中
心
と
な
っ
て
伝
承
し
て

い
る
明
司
シ
ヅ
エ
さ
ん
宅
へ
お
邪
魔
し
ま
し

た
。

　

私
た
ち
が
明
司
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
す

る
と
、
に
こ
や
か
に
お
迎
え
し
て
頂
い
て
、

早
速
資
料
映
像
を
撮
影
し
な
が
ら
「
ふ
り
茶
」

明司　シヅエさん（８９）

お茶を点ててもらいました

お茶うけと一緒に楽しみます

体験レポート
（第１弾）

に
関
す
る
お
話
し
を
聞
か
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
と
て

も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
「
ふ
り
茶

は
親
睦
の
お
茶
」
と
い
う
言
葉
で

し
た
。
お
茶
と
聞
く
と
、
一
般
的

に
作
法
を
し
っ
か
り
し
な
い
と
い

け
な
い
よ
う
な
格
式
高
い
も
の
だ

と
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
親
睦

の
お
茶
と
い
う
表
現
の
と
お
り
、

茶
器
も
普
通
の
湯
飲
み
で
飲
む
こ

と
が
で
き
、
少
し
普
通
の
お
茶
と

違
う
の
は
、
専
用
の
茶
桶
に
熱
い

お
茶
（
市
販
の
玄
米
茶
）
を
茶
筅

で
泡
立
て
て
、
湯
飲
み
に
入
れ
る

際
に
茶
桶
を
ゆ
す
り
な
が
ら
入
れ

る
だ
け
。
あ
と
は
、
用
意
さ
れ
た

茶
菓
子
と
一
緒
に
お
茶
と
会
話
を

楽
し
み
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

別
の
日
に
は
、
場
所
を
変
え
て

ふ
り
茶
伝
承
の
活
動
を
一
緒
に
さ

れ
て
い
る
方
々
を
含
め
て
、
交
流

し
て
い
る
様
子
を
撮
影
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
東
京
か
ら
来

ら
れ
て
い
た
方
は
、「
都
市
部
で
は
、

こ
の
よ
う
に
お
茶
を
味
わ
い
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
、

こ
の
文
化
と
時
間
は
と
て
も
貴

重
」
と
お
話
し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
味
に
つ
い
て
も
煎
茶
を
泡

立
て
る
こ
と
で
、
口
当
た
り
が
ま

ろ
や
か
に
な
り
、
と
て
も
飲
み
や

す
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
ふ
り
茶
文
化

は
、
奄
美
群
島
で
伊
仙
町
し
か
残

っ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
徳
之
島

で
庶
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
の

文
化
を
絶
や
さ
ず
、
伊
仙
町
特
有

の
交
流
を
図
る
た
め
の
文
化
と
し

て
、
ぜ
ひ
残
す
べ
き
文
化
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

○ふり茶の楽しみ方
①お茶パックに大匙山盛り１杯の玄米茶を入れる。②お湯４００CCに対し、お茶パック１つの割合で急須に入れる。
③玄米茶の豊かな香りと味が出るまで１５分間待ちます。（この待ち時間を利用して、お話しするのも良かったです。）
④味の整った玄米茶のお湯を茶桶に入れる。⑥茶桶に入れたお茶をふり点てて、泡を出します。
⑦良い泡が出たら、湯呑に注ぐ。（この時に泡がしっかり入るように、茶桶を小刻みにふりながら入れます。）
⑧お茶うけを添えて、ふり茶をいただく。

■この様子は、伊仙町公式ホームページ内にリンクされている動画サイト「伊仙チャンネル」でご覧になれます。
　ぜひ、この機会にふり茶を体験してみてはいかがでしょうか。（体験者：伊仙町未来創生課　広報担当）
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平成２８年度　いせん親子チャレンジ教室
「ホエールウォッチング」

　２月１９日（日）に「マリンサービス海夢居」の鈴木氏を講師に迎え、午前の部、午後の部の二部に分かれ
て『ホエールウォッチング』を実施しました。普段見ることが出来ないクジラ観察の様子をご紹介します。

　本事業は，平成２８年度宝くじ助成金で実施しました。
　来年度も，青少年健全育成を目的とした楽しい「いせん親子チャレンジ教室
２０１７」を実施します。
　詳しくは社会教育課℡：８６ー４６５３までお問い合わせください。

・乗船前に注意事項やクジラの生態の説明を分かりやすく教えてくれます。 　　・全員ライフジャケットを着用したら出発！

・大海原で探します。 ・近くで見ることが出来きました。

・クジラはゴミ袋等をエサと思い誤って食べケガしたり，窒息死をするそうで環境面でも考えさせられました。
大自然を触れ合うことが出来，参加者全員が満足しました。

・帰り際に大ジャンプ！！



広　報　い　せ　ん 平成29年5月（328）（15）

平成28年度コミュニティ助成事業の報告

リコールに関する重要なお知らせ

未来創生課からのお知らせ

　平成 28 年度コミュニティ助成事業が行われました。この事業は、集落自治
会活動の充実を図るため、集落行事などで使用する活動備品等を整備する事
業です。本事業は宝くじ助成金で実施されており、今年度は西目手久集落に
続き、上検福集落も採択され、先日備品整備が完了しました。
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未来創生課（消費者相談）からのお知らせ

税務課からのお知らせ

無料のはずが有料だった！「アダルトサイトのトラブル」

「息子をかたるオレオレ詐欺」いまだに被害者が絶えません・・・

国保税の負担増のお願い

☆無料だと思ってアダルトサイトを閲覧し，動画再生ボタンをクリックしたら，突然，「登録完了」など
の画面が現れ料金を請求される。
　「無料」のキーワードでサイト検索をしても無料サイトとは限りません。安易にクリックしないように
しましょう。
☆事業者にお金を払ってしまうと，取り戻すことは困難です。脅されたり緊急だと言われても慌てて支払
わないようにしましょう。

☆息子や孫を名乗って，「電話番号が変わった」「使えなくなった」などと告げて，会社のお金の使い込み
や盗難にあったなど，急なお金の工面を求める電話が掛かってきたり新しい電話番号を言われても事実
を確認して，一人で判断せず，家族や友人に相談しましょう。

消費者ホットライン１８８

　伊仙町国民健康保険特別会計は、近年増え続ける医療費等により財政収支の均衡を保てなくなってお
り、一般会計（伊仙町）から赤字額をすべて補てんしてきました（平成２０年度より毎年約１～２億円程）
が、一般会計が国保特別会計を支える財政余力もなくなっており、今回やむを得ず国保税の税率を引き
上げることが決定いたしました。
　今回の増税は、国保加入者の所得に応じて決定されますが、１世帯あたり平均１，５５５円＋１人あたり
平均１，５１２円の年間負担増となります。
伊仙町国民健康保険加入者の皆様には、現在の国保会計の状況をご理解いただき、財政健全化のため、
医療費の節約とともに国保税納付のご協力をよろしくお願いいたします。

【参考例】年齢、世帯構成、所得などの違いによる国保税負担の比較表

ケース 想定世帯 平成２９年度
税額

平成２８年度
税額 増税額（年間）

１ 世帯主３０歳　単身
給与収入　８４万円（月７万円） １３，２００円 １１，４００円 １，８００円

２ 世帯主４５歳　妻４３歳　子２人
夫　農業所得１２０万円　妻　収入なし １９５，８００ １８８，３００円 ７，５００円

３
世帯主７２歳　妻７２歳　子なし
夫　年金収入２５０万円
妻　年金収入　７０万円

１６７，６００円 １６０，４００円 ７，２００円

４ 世帯主４５歳　妻４３歳　子２人
夫　営業所得３００万円　妻　収入なし ５３７，６００円 ５２２，６００円 １５，０００円

５ 世帯主７２歳　妻７２歳　子なし夫　年金収
入　１２０万円　　妻　年金収入　７０万円 １９，２００円 １６，５００円 ２，７００円

【お問い合わせ】伊仙町税務課　国保賦課係
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町民生活課からのお知らせ
国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料学生納付特例申請について

　国民年金は、２０歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、
国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等
専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で、
ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

≪所得の目安≫　１１８万円＋ {（扶養親族等の数）×３８万円 }

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受けた次の年
度も在学予定である場合、４月初めにはお手元に申請用紙を届けてあります。
　引き続き学生特例制度をご希望の方は、必要事項を記入の上返送してください。

　学生納付特例制度により、平成２８年度に保険料納付を猶予された方で、平成２９年
度も引き続き在学している方に、３月末に基礎年金番号が印字されたはがき形式の学生
特例申請書を送付しています。
同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことに
より、平成２９年度の申請ができます。( この場合学生証の写しの添付は不要です。)
　なお、29 年度は学生納付特例を利用せず、保険料の納付を希望される場合は納付書
を作成して送付いたします。お手数おかけしますが、年金事務所にご連絡ください。

問い合わせ先　奄美大島年金事務所　　０９９７－５２－４３４１
伊仙町役場　町民生活課　年金係　　　　86―3111(52番)
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きゅらまち観光課からのお知らせ
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きゅらまち観光課からのお知らせ

ほーらい館からのお知らせ
○休館日の変更について
　休館日の変更についてお知らせとご協力のお願いをいたします。
現在、徳之島交流ひろば「ほーらい館」では、毎月第２・第４月曜日を休館日としておりましたが、施設
の老朽化による修繕日の確保並びに、赤字運営による経費削減等の理由に伴って、ほーらい館運営審議会
の決定を踏まえまして、「平成２９年４月より毎週月曜日を休館日」といたします。
利用者の皆様には、大変ご不便とご迷惑をおかけしますが、諸事情をご理解賜りご協力のほどよろしくお
願い申し上げます。
＜なお、保健センター並びに鹿児島法務局伊仙証明書センターは通常業務を行っております。＞

（お問い合わせ）徳之島交流ひろば　ほーらい館　TEL：０９９７－８６－３３１９
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徳之島地区消防組合からのお知らせ

九州電力株式会社からのお知らせ

救急車の適正利用について

○九州電力から感電事故防止のお願い

徳之島管内の平成２８年中
（１月～１２月）

・救急出場件数・・・・ １, ６９９件

・１日の出場件数・・・・・４．７件

・町民およそ１４人に１人が利用

（救急車の呼び方）
①救急であることを伝える（１１９番通報したら、まず「救急です」と伝
　えてください）
②救急車の来てほしい住所を伝える（住所が分からない時は、近くの大き
　な建物など）
③具合の悪い方の症状を伝える（分かる範囲で意識、呼吸の有無等を伝
　える）
④具合の悪い方の年齢を伝える（分からない時は「６０代」のようにおお
　よそでかまいません）
⑤あなたのお名前と連絡先を伝える（連絡可能な電話番号、場所が不明
　な時など問い合わせ）

ひとりひとりの大切な命を救うために、救急車の適正な利用をお願いします。

　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防止のため、電線付近

での鯉のぼりの掲揚や魚釣りは絶対に行わないよう、お願いしま

す。なお、万一鯉のぼりや、釣り糸が電線にかかった場合は、自分

で取ろうとせず、お近くの九州電力までご連絡いただきますよう、

お願いします。

※利用者の中には①軽い病気やけが　②二日酔いで頭が痛い　③入院のための医療機関までの利用　④
救急車で行くとすぐに診てもらえるといった、緊急性の低い救急要請も見受けられます、救急車を呼ぶ
前に、本当に救急車で病院に行かなければいけないのか、もう一度考えてみてください。
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奄美海上保安部からのお知らせ

奄美海上保安部からのお知らせ

お問い合わせ先：奄美海上保安部0997-52-5811

小型船舶の海難を
防止するために！

○出航前の点検・確認を励行
　・バッテリー、燃料など

○見張りの徹底

○自己救命策の確保
　・ライフジャケットの常時着用
　・携帯電話の携行
　・海の緊急電話は118番

水難事故を
防止するために！

○危険な場所には近づかない！

○風が強いとき、波が高いときは
　海に入らない！

○浮く物を身に着けて！
　・特にシュノーケリングや小さな
　お子さん

○飲酒したら泳がない！

　奄美海上保安部では、本格的な台風時期を迎えるにあたり、「来るぞ台風！備えは
よいか！」をスローガンとした「台風海難防止強調運動」を実施します。

　台風による船舶事故の未然防止を図るため奄美群島各地において、周知活動を行います。
【実施期間】	 ６月２１日（水）～同３０日（金）
【周知事項】	 ・台風情報の早期把握及び継続的な情報収集
	 	 ・早期避難及び保船対策の励行
	 	 ・適切な避難場所の選定及び事前調査
	 	 ・会場保安庁緊急情報メール配信サービスの活用

気象情報や緊急情報
を配信します。
登録はこちら→
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鹿児島県職業能力開発協会からのお知らせ

鹿児島労働局労働保険徴収室からのお知らせ

行政相談委員からのお知らせ

○平成２９年度職業訓練指導員（４８時間）講習実施のご案内

○平成２９年度労働保険年度更新手続きのお知らせ

○巡回行政相談所開設のお知らせ

　この講習は、職業訓練指導員（職業訓練において訓練を担当する者）として必要な能力を付与する
ため、厚生労働大臣の指定する講習実施要領により実施するものです。
　なお、講習終了後に鹿児島県知事に申請することで職業訓練指導員免許を受けることができます。

１　期　日　平成２９年７月２５日（火）～２７日（木）、８月１日（火）～３日（木）の６日間。
　　　　　　（午前９時～午後５時まで）
２　場　所　ポリテクセンター鹿児島（予定）鹿児島市東郡本町14-3
３　受講資格（主なもの）
（１） 技能検定（国家検定）の１級・単一等級合格者
（２） 職業能力開発校修了者で４年～１０年の実務経験者
（３） 学校教育法による免許職種に関する学科を修めた者で、大学卒者２年、短期大学・高等専門学
　　　校卒者４年、高等学校卒者７年の実務経験のある者。
４　受付期間　平成２９年５月２２日（月）～６月２日（金）必着
５　定　員　３０名（定員になり次第締め切ります。）
６　受講料　１５，６００円（テキスト代込み）

※受講案内、受講申請書の請求並びに受講資格などの詳しいことは、鹿児島県職業能力開発協会まで
お問い合わせください。

〒892-0836　鹿児島市錦江町９－１４　ＴＥＬ：０９９－２２６－３２４０（担当者：別府）

　６月１日（木）から７月１０日（月）までは労働保険料の「年度更新」申告・納付期間です。
○６月はじめに送付されます労働保険料申告書・納付書により、期間中に申告・納付を行っていただきま
すようお願いします。
○平成２３年度から、年度更新の審査業務が外部委託され、申告書の受付は、原則として記入漏れ等をチ
ェックするだけの確認作業になります。このため、申告書に記入誤り・漏れがないよう、自主的な記入・
申告をお願いします。
○電子政府の総合窓口（e-Gov）からも電子申請による年度更新申告ができます。

（お問い合わせ）鹿児島労働局労働保険徴収室　適用係　ＴＥＬ：０９９－２２３－８２７６

　毎日の暮らしのなかで、行政の仕事などについて苦情や意見・要望はありませんか。
　行政相談委員は、皆さんの身近な相談相手として、国などの役所の仕事や行政サービス、手続きに関す
る相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改善の申し入れなどを行っています。
　行政相談委員は自宅や電話でも相談に応じていますが、この度行政相談週刊行事の一環として、下記
のとおり行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行政相談委員：安田　千鶴子）
■巡回行政相談日程：平成２９年５月１９日（金）午前９時３０分～午後０時（東公民館）
午後１時３０分～午後４時００分（中央公民館）

＜お問い合わせ＞伊仙町役場総務課　ＴＥＬ：０９９７－８６－３１１１
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伊仙町商工会の窓

※伊仙町商工会の窓では，商工会加盟店の広告を掲載しております。掲載希望の商店は，伊仙町商工会（0997-86-2390）までお問合せ下さい。

父
の
代
よ
り
伝
統
的
古
式
製
法
を
遵
守
し
、

純
黒
糖
を
作
り
続
け
て
五
十
年
。

　
黒
糖
づ
く
り
は
単
純
な
工
程
を
踏
み
ま

す
が
、
そ
の
単
純
さ
ゆ
え
、
完
成
度
の
高
さ

が
要
求
さ
れ
ま
す
。

　
様
々
な
条
件
に
よ
り
多
種
多
様
な
風
味

が
醸
し
出
さ
れ
る
な
か
、
職
人
た
ち
の
技
と

連
携
が
黒
糖
の
美
味
し
さ
の
決
め
手
と
な

り
ま
す
。

　
島
の
豊
か
な
資
源
の
恩
恵
を
そ
の
歴
史

と
共
に
、
お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
従

業
員
一
同
、
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
島
を
取
り
巻
く
森
羅
万
象
に
感
謝

し
、
そ
し
て
島
の
皆
様
に
最
大
限
の
感
謝

の
気
持
ち
を
捧
げ
な
が
ら
、
お
い
し
い
純
黒

糖
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
お
ぼ
ら
だ
ー
に
。

純黒糖にこだわり続ける

徳南製糖
責任者　南郷　秀一

〒８９１－８３２７
鹿児島県大島郡伊仙町犬田布６２４
ＴＥＬ：０９９７－８６－９０１０

オートバイ・自転車の販売修理＆トライアスロンショップ
ＹＯＵ　ＳＨＯＰ

森モータース

〒８９１－８２０１
鹿児島県大島郡伊仙町伊仙２６６８－５
ＴＥＬ／ＦＡＸ：０９９７－８６－２２５７ 代表　森　拓哉
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わが町のアイドル募集 !
　本紙では「わが町のアイドル」と題して，わが家の
かわいい子どもの写真を掲載します。
　毎月 10 日までに住所・氏名（子どもと保護者）・電
話番号・簡単な PR文を添えて，写真を未来創生課広
報係までお持ち下さい。

お問い合せ先　伊仙町役場　未来創生課　
TEL 86-3111（内線 27）
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子宝日本一の町 わが町のアイドル

人口の動き
（29年3月31日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口=6,815
　男　=3,449
　女　=3,366
世　帯=3,514

出　生=4
死　亡=13
転　入=57
転　出=144
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元気にモリモリ食べてすくすく育ってね！
保育園がんばろう！
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